
平成２５年７月１７日

消費生活用製品の重大製品事故に係る公表について

消費生活用製品安全法第３５条第１項の規定に基づき報告のあった重大製品事

故について、以下のとおり公表します。

１．ガス機器・石油機器に関する事故 ３件

（うち石油給湯機１件、ガスこんろ（ＬＰガス用）１件、

ガスふろがま用バーナー（都市ガス用）１件）

２．ガス機器・石油機器以外の製品に関する事故であって、

製品起因が疑われる事故 ３件

（うち電気床暖房器（電熱シート）１件、

太陽電池モジュール（太陽光発電システム用）１件、扇風機１件）

３．ガス機器・石油機器以外の製品に関する事故であって、

製品起因か否かが特定できていない事故 ４件

（うち充電器（デジタルカメラ用）１件、

リチウムイオンポリマーバッテリー（デジタルカメラ用）１件、

電子レンジ１件、靴１件）

４．製品起因による事故ではないと考えられ、今後、製品事故調査判定合同会議（※）

において、審議を予定している案件

該当案件無し

１．～４．の詳細は別紙のとおりです。

※正式名称は「消費者安全調査委員会製品事故情報専門調査会及び消費経済審議会

製品安全部会製品事故判定第三者委員会合同会議」という。

５．留意事項

これらは消費生活用製品安全法第３５条第１項の規定に基づく報告内容の概要で

あり、現時点において、調査等により事実関係が確認されたものではなく、事故原

因等に関し、消費者庁として評価を行ったものではありません。

本公表内容については、速報段階のものであり、今後の追加情報、事故調査の進

展等により、変更又は削除される可能性があります。



６．特記事項

(1)東陶ユプロ株式会社（現 ＴＯＴＯ株式会社）が製造した石油給湯機について（管

理番号A201300252）

①事故事象について

東陶ユプロ株式会社（現 ＴＯＴＯ株式会社）が製造した石油給湯機を使用中、異

音がしたため確認すると、当該製品を焼損する火災が発生していました。

当該事故の原因は、現在、調査中ですが、電磁ポンプの制御弁に使用されているＯ

リング（パッキン）が劣化して硬化、収縮し、器具内に油漏れが発生したことから、

漏れた灯油に引火して当該製品が焼損したものと考えられます。

②再発防止策について

、 （ ） 、 、同社は 当該製品を含む対象機種 下記③ について 事故の再発防止を図るため

（ （ ） ）２００２年１０月２４日から無償改修 安定した材質のＯリング パッキン に交換

を開始し、２００６年１２月４日には、再度新聞社告を掲載し、注意喚起を行ってい

ます。また、販売店・サービス店を通じて、リコール対象機種がないかの確認を継続

、 、 、実施しており ２００９年１２月からの取組として 戸建住宅へチラシを直接配布し

対象製品の改修促進を図っています。

、 （ 、 ） 、更に 全石連 全国石油商業組合連合会 全国石油共済協同組合連合会 を通じて

４７都道府県の石油商業組合及び石油組合に加盟している石油販売事業者に協力を依

頼し、灯油の納入先にリコール対象製品がないのかの確認を行っています。

社団法人日本ガス石油機器工業会では、同構造の電磁ポンプを有する石油給湯機を

製造した事業者等６社と共同で、新聞社告を新聞各紙に掲載し、未改修の該当機種を

お持ちの消費者に対して速やかに連絡を頂くよう呼び掛けを行っています（詳細は、

⑤参照 。。）

③対象製品等：会社名、ブランド、機種・型式、製造期間

会社名 ブランド 機種・型式 製造期間
東陶ユプロ㈱ ＴＯＴＯ RPE32K＊ RPH32K＊
（現TOTO㈱） RPE40K＊ RPH40K＊

RPE41K＊ RPH41K＊ 1995年8月
長州産業㈱ ＣＩＣ PDF-321V DX-411D ～

PDF-401A PDX-321V 1999年6月
PDF-411D-A PDX-411D

ネポン㈱ ＮＥＰＯＮ URA320 UR320
URA320S UR320S
URB320 UR404S
URB320S

㈱日本ボイラー 日本ボイラ UFA-333A（湯ＦＯ）
メンテナンス社 ーメンテナ

ンス
高木産業㈱ パーパス TP-BS320＊D
（ ） 、 。）現 パーパス㈱ (但し TP-BS320は除く

TP-BS402＊D
TP-BSQ402＊

※製品名の末尾の＊には英数字が続きますが、すべて該当品です。

２００２年１０月２４日からリコールを実施

改修対象台数 １８９，９４４台

改修率 ８８．４％（２０１３年６月３０日現在）



、 。対象製品の確認方法：製品名 製造年月は器具本体前面にシールで表示されています

排気及び設置方式により、図のような形状があります。

屋外据置型 屋外据置型 屋内据置型 屋内壁掛型

当該製品の見分け方

・製品名は、シール上部に記載されています。

・製造年月は、製造番号の部分に記載されています。

図の９７・０４のように、４桁の数字で表示されます。

該当製造年月以降の製品は、仕様が異なりますので対象外となります。

ＴＯＴＯ製品の場合は、製品名の先頭の６桁が上記表に掲載のものと合致し、製造

年月が９５・０８から９９・０６までの製品が対象となります。

「 」 。※既に点検が完了している製品には 点検済 と記載のシールが添付されています



↑点検完了の場合はこのシールが貼付されています。

④消費者への注意喚起

対象製品をお持ちで、まだ製造事業者等の行う無償改修を受けていない方は、速や

かに下記問合せ先まで御連絡ください。

なお、改修対象製品には、東陶ユプロ株式会社（現 ＴＯＴＯ株式会社）の「ＴＯ

ＴＯ」ブランドのほか、長州産業株式会社の「ＣＩＣ」ブランド、ネポン株式会社の

「ＮＥＰＯＮ」ブランド、株式会社日本ボイラーメンテナンス社の「日本ボイラーメ

ンテナンス」ブランド、髙木産業株式会社（現 パーパス株式会社）の「パーパス」

ブランドの製品もあります。

（ＴＯＴＯ株式会社の問合せ先）

ＴＯＴＯ株式会社、長州産業株式会社ブランド、ネポン株式会社ブランド、株式

会社日本ボイラーメンテナンス社ブランドの製品

電 話 番 号：０１２０－４４４－３０９

受 付 時 間：９時～１７時（土・日・祝日・夏期休暇・年末年始を除く ）。

ホームページ：http://www.toto.co.jp/News/yupro/index.htm

（パーパス株式会社の問合せ先）

電 話 番 号：０１２０－５７５－３９９

受 付 時 間：９時～１８時（土・日・祝日・年末年始を除く ）。

http://www.purpose.co.jp/home/announce/product/wh200210.htmlホームページ：

⑤社団法人日本ガス石油機器工業会及び製造事業者の取組

社団法人日本ガス石油機器工業会では、石油給湯機等について上記リコール開始後

も未改修品での事故が発生しているため、同じ構造の電磁ポンプを有する石油給湯機

等を製造した株式会社ノーリツ、東陶ユプロ株式会社（現 ＴＯＴＯ株式会社 、長州）

、 、産業株式会社及びＯＥＭを含む６社と共同で ２００８年１１月から１２月にかけて

順次、新聞社告を新聞各紙に掲載し、未改修の該当機種をお持ちの消費者に対して速

やかに連絡を頂くよう呼び掛けを行っています。

また、同工業会のホームページにおいて、東京ツチヤ販売株式会社及び株式会社ワ

カサの２社を加えた８社について注意喚起をしています。

対象製品をお持ちで、まだ製造事業者等の行う無償改修を受けていない方は、速や

かに下記問合せ先まで御連絡ください。



対象製品等：ブランド名<会社名>、機種・型式、製造期間、問合せ先
ブランド名<会社名> 機種・型式、製造期間 問合せ先
ＮＯＲＩＴＺ OTQ-302＊ OTQ-303＊ ホームページ

http://www.noritz.co.jp/info/05-1.html<㈱ノーリツ> OTQ-305＊ OTQ-403＊
OTQ-405＊ OQB-302＊ 電話番号:0120-018-170
OQB-305＊ OQB-403＊
OQB-405＊
製造期間：1997年3月～

2001年3月
ハウステック HO-350＊ HO-360＊ ホームページ

http://www.housetec.co.jp/company/attentio<日立化成工業㈱ HO-450＊ KZO-460＊
n/2002/10/ho-350.html(現㈱ハウステック)> ＜㈱ノーリツ製＞

製造期間：1997年3月～ 電話番号:0120-551-654
2001年3月

ＴＯＴＯ RPE32K＊ RPE40K＊ ホームページ
http://www.toto.co.jp/News/yupro/index.htm<東陶ユプロ㈱ RPE41K＊ RPH32K＊

（現ＴＯＴＯ㈱）> RPH40K＊ RPH41K＊ 電話番号:0120-444-309
製造期間：1995年8月～

1999年6月
パーパス TP-BS320＊D ホームページ

http://www.purpose.co.jp/home/announce/pr<髙木産業㈱ (但し､TP-BS320は除く)
oduct/wh200210.html（現パーパス㈱）> TP-BS402＊D

TP-BSQ402＊ 電話番号:0120-575-399
＜ＴＯＴＯ㈱製＞
製造期間：1995年8月～

1999年6月
AX-400ZRD
＜㈱ノーリツ製＞
製造期間：1997年3月～
2001年3月

ＮＥＰＯＮ URA320 URA320S ホームページ
http://www.toto.co.jp/News/yupro/index.htm<ネポン㈱> URB320 URB320S

UR320 UR320S 電話番号:0120-444-309
UR404S ＴＯＴＯ㈱で受付
＜ＴＯＴＯ㈱製＞
製造期間：1995年8月～

1999年6月
ＣＩＣ PDX-403D DX-403D ホームページ

http://www.choshu.co.jp/modules/informatio<長州産業㈱> PDF-403D DF-403D
n/index.php?page=article&storyid=3DX-403DF

製造期間：1996年5月～ 電話番号:0120-652-963
1999年10月

PDF-321V PDF-401A ホームページ
http://www.toto.co.jp/News/yupro/index.htmPDF-411D-A DX-411D

PDX-321V PDX-411D 電話番号:0120-444-309
＜ＴＯＴＯ㈱製＞ ＴＯＴＯ㈱で受付
製造期間：1995年8月～

1999年6月
ツチヤ AX-402A EX-403A ホームページ

http://www.choshu.co.jp/modules/informatio<東京ツチヤ販売㈱> FK-405A FC-406A
n/index.php?page=article&storyid=3＜長州産業㈱製＞

製造期間：1996年5月～ 電話番号:0120-652-963
1999年10月 長州産業㈱で受付

ワカサ WBF-400C
<㈱ワカサ> ＜長州産業㈱製＞

製造期間：1996年5月～
1999年10月

※機種・型式名の末尾の＊には英数字が続きますが、すべて該当品です。



（社団法人日本ガス石油機器工業会）

ホームページ：http://www.jgka.or.jp/



(2)株式会社世田谷製作所が製造し株式会社オカキンが販売したガスふろがま用バーナ

ー（都市ガス用）について（管理番号A201300255）

①事故事象について

株式会社世田谷製作所が製造し株式会社オカキンが販売したガスふろがま用バーナ

ー（都市ガス用）を焼損する火災が発生しました。

、 、 、 、当該事故の原因は 現在 調査中ですが 当該製品内の部品の設計の不具合により

ガバナ部（整圧器）のダイヤフラム（ガスの供給圧力の変動に応じて動く弁）に亀裂

が生じて機器内部でガス漏れが発生し、漏れたガスにバーナーの炎が引火し、出火に

至ったものと考えられます。

②再発防止策について

、 （ ） 、 、同社は 当該製品を含む対象機種 下記③ について 事故の再発防止を図るため

２００７年４月１９日からホームページによる告知（２０１３年３月７日再周知）と

ともに、使用者へのダイレクトメールの送付や電話連絡等によりこれまで継続的に注

意喚起を行い ＯＥＭ製品を含む対象製品について無償点検・部品交換 ガバナ部 整、 （ （

圧器）等の交換）を実施しています。

③対象製品等：会社名、機種・型式、製造期間

会社名 機種・型式 製造期間

㈱世田谷製作所 Ｒ３８Ｂ 1998年5月～2006年5月
Ｒ１３７Ｂ 1997年6月～2006年5月
ＣＳ３１Ｂ 1998年6月～1998年8月
ＣＳ３２Ｂ 1998年10月～2006年4月
ＣＳ３３Ｂ 2001年5月～2001年6月
ＦＥ１５ 2000年4月～2006年5月
ＴＡ－０９７ＵＥＴ 1997年9月～2006年5月
ＴＡ－２７０ＵＥＴ 1997年8月～2006年5月
ＴＡ－ＯＫ２７０ＵＥＴ 1997年8月～2006年5月
ＧＳ－１ 2000年11月～2005年11月

㈱オカキン ＯＫ－ＡＲ型－ＬＥ 1997年11月～2006年8月
ＯＫ－ＢＲ型－ＬＥ 1997年11月～2006年7月

東京ガス㈱ ＳＴ－９１３ＲＦＡ 1997年6月～2006年5月
ＳＴ－９１２ＲＦＢシリーズ 1998年5月～2006年5月
ＳＴ－９１５０ＣＦＳ 1999年10月～2006年5月

㈱ハーマン ＹＦ７０２ 1997年6月～2002年2月

※ 対象製品には、株式会社世田谷製作所のガスふろがま用バーナーを組み込んだ

ガスふろがまを製造している株式会社オカキンと、株式会社世田谷製作所からバ

ーナー付ふろがまのＯＥＭ供給を受け、販売している東京ガス株式会社及び株式

会社ハーマンの製品があります。

２００７年４月１９日からリコールを実施

改修対象台数 ３９，３３７台

改修率 ７２．４％（２０１３年３月３１日現在）



対象製品の外観（写真はＴＡ－０９７ＵＥＴ）

対象製品の確認方法：浴室内に下記リモコンのどちらかが設置されている場合は、上

記対象表の機種・型式、製造期間が該当していないか御確認く

ださい。

※ ＧＳ－１のストーブは除きます。

④消費者への注意喚起

対象製品をお持ちで、まだ製造事業者等の行う無償点検・部品交換を受けていない

方は、速やかに下記問合せ先まで御連絡ください。

（株式会社世田谷製作所の問合せ先）

電 話 番 号：０１２０－６３４－１２６

受 付 時 間：９時～１７時（平日のみ ）。

ホームページ：http://www.setagaya-seisakusyo.co.jp/

（株式会社オカキンの問合せ先）

電 話 番 号：０１２０－５８１－１２６

受 付 時 間：９時～１９時（日・祝日を除く ）。

ホームページ：http://www.okakin.com/news/0.html

（東京ガス株式会社の問合せ先）

電 話 番 号：０１２０－１３３－２７８

受 付 時 間：９時～１９時（月～土）

９時～１７時（日・祝日）

ホームページ：http://www.tokyo-gas.co.jp/Press/20070418-03.html



（株式会社ハーマンの問合せ先）

電 話 番 号：０１２０－２４８－７７２

受 付 時 間：９時～１７時３０分（平日のみ ）。

http://www.harman.co.jp/important/jisyutenken/2007/04/post-14.htmlホームページ：

(3)三洋電機株式会社が製造した扇風機について（管理番号A201300257）

①事故事象について

公共施設で三洋電機株式会社が製造した扇風機から出火する火災が発生し、当該製

品及び周辺を焼損しました。当該事故の原因は、現在、調査中です。

②当該製品の対応について

同社は、当該製品を含む１９７７年以前に製造された同社製扇風機について、電気

部品の経年劣化によって出火し、火災に至るおそれがあることから、２００７年８月

２５日以降、毎年、新聞広告を掲載し、また、２００７年９月からはテレビ広告を実

施するなどして、使用の中止及び製品廃棄のお願いを呼び掛けています。

また、一般財団法人家電製品協会、一般社団法人日本電機工業会、一般社団法人電

、 、 、子情報技術産業協会 一般社団法人日本冷凍空調工業会では 経済産業省と協力して

長期間使用している家電製品に関する注意喚起のためのチラシを各自治体を通じて全

国の各世帯に配布する取組を実施しています。

③対象製品：ブランド名、品番、販売期間

ブランド名 品番 販売期間

ＳＡＮＹＯ EF-XXX（３～５桁の数字とアルファ 1956年～1977年
ベットの組み合わせ）

新日本電気 NF-XXX（３～６桁の数字とアルファ 1961年～1977年
ベットの組み合わせ）

ゼネラル EF-XXX（３～５桁の数字とアルファ 1959年～1977年
ベットの組み合わせ）
F-XXX（３～５桁の数字とアルファベ
ットの組み合わせ）

全日電商事株式会社 JF-30A 1968年

㈱全日電チェーン JF-31A 1969年

シンガー 630、635、630D 1964年

※ ＳＡＮＹＯブランド（三洋電機株式会社製）以外は、三洋電機株式会社が製
造し各社ブランドで販売されたもの。

・ＳＡＮＹＯ、新日本電気、ゼネラルの３ブランドは、次のＵＲＬより、お手元の

扇風機が１９７７年以前の販売機種か否かがチェックできます。

http://panasonic.co.jp/sanyo/info/products_safety/search.html

・新日本電気ブランドの対象製品の品番一覧

http://www.nec.co.jp/news/info/20070824.html

・ゼネラルブランドの対象製品の品番一覧

http://www.fujitsu-general.com/jp/i_info/fan/



対象製品の外観（写真はＥＦ－６ＫＪ）

④消費者への注意喚起

当該製品を含む１９７７年以前に製造された製品をお持ちの方は、直ちに使用を中

止してください。

、 、 、また １９７８年以降に製造された製品についても 以下の症状が発生する場合は

直ちに使用を中止し、速やかに下記問合せ先まで御連絡ください。

・スイッチを入れてもファンが回らない。

・ファンが回っても異常に回転が遅かったり不規則。

・回転する時に異常な音がする。

・モーター部分が異常に熱かったり、こげくさいにおいがする。

（三洋電機株式会社の問合せ先）

扇風機相談室

電 話 番 号：０１２０－３４－０９７９

（携帯電話・ＰＨＳ可、一部ＩＰ電話不可）

受 付 時 間：９時～１７時（土・日・祝日・事業所指定の休日を除く ）。

http://panasonic.co.jp/sanyo/info/products_safety/080430.htmlホームページ：



（本発表資料の問合せ先） 消費者庁消費者安全課

（製品事故情報担当） 担 当：大木、長井、川舩
か わ ふ ね

電 話：03-3507-9204（直通）

ＦＡＸ：03-3507-9290

（東陶ユプロ株式会社（現 ＴＯＴＯ株式会社）が製造した石油給

湯機についての発表資料に関する問合せ先）

（株式会社世田谷製作所が製造し株式会社オカキンが販売したガス

ふろがま用バーナー（都市ガス用）についての発表資料に関する問

合せ先）

経済産業省商務流通保安グループ製品安全課製品事故対策室

担当：水野、長沼、山田 電 話：03-3501-1707（直通）

ＦＡＸ：03-3501-2805

（三洋電機株式会社が製造した扇風機についての発表資料に関する

問合せ先）

経済産業省商務流通保安グループ製品安全課製品事故対策室

担当：水野、角田、中谷 電 話：03-3501-1707（直通）

ＦＡＸ：03-3501-2805



■消費生活用製品の重大製品事故一覧 別　　　紙

１．ガス機器・石油機器に関する事故（製品起因か否かが特定できていない事故を含む）
管理番号 事故発生日 報告受理日 製品名 機種・型式 事業者名 被害状況 事故内容 事故発生都道府県 備考

A201300252 平成25年7月5日 平成25年7月11日 石油給湯機 RPH40KE
ＴＯＴＯ株式会社（製
造：東陶ユプロ株式会
社（解散））

火災

当該製品を使用中、異音がしたため確認する
と、当該製品を焼損する火災が発生してい
た。
事故原因は、現在、調査中であるが、電磁ポ
ンプの制御弁に使用されているＯリング（パッ
キン）が劣化して硬化、収縮し、器具内に油漏
れが発生したことから、漏れた灯油に引火し
て当該製品が焼損したものと考えられる。

兵庫県

製造から10年
以上経過した
製品
平成14年10月
24日からリコー
ルを実施（特記
事項を参照）
改修率88.4%

A201300253 平成25年6月30日 平成25年7月11日
ガスこんろ（LPガス
用）

RTS-4000GF-R リンナイ株式会社 火災
店舗で当該製品及び周辺を焼損する火災が
発生した。当該製品から出火したのか、他の
要因かも含め、現在、原因を調査中。

静岡県

A201300255 平成25年7月3日 平成25年7月11日
ガスふろがま用
バーナー（都市ガ
ス用）

TA-097UET（株
式会社オカキン
ブランド：型式
TA-097）

株式会社世田谷製作
所（株式会社オカキン
ブランド）

火災

当該製品を焼損する火災が発生した。
事故原因は、現在、調査中であるが、当該製
品内の部品の設計の不具合により、ガバナ部
（整圧器）のダイヤフラム（ガスの供給圧力の
変動に応じて動く弁）に亀裂が生じて機器内
部でガス漏れが発生し、漏れたガスにバー
ナーの炎が引火し、出火に至ったものと考え
られる。

大阪府

平成19年4月
19日からリコー
ルを実施（特記
事項を参照）
改修率 72.4%
7月5日に経済
産業省商務流
通保安グルー
プにて公表済
事故
7月11日に消
費者安全法の
重大事故等と
して公表済

２．ガス機器・石油機器以外の製品に関する事故であって、製品起因が疑われる事故
管理番号 事故発生日 報告受理日 製品名 機種・型式 事業者名 被害状況 事故内容 事故発生都道府県 備考

A201300254 平成25年3月9日 平成25年7月11日
電気床暖房器（電
熱シート）

なし ハーシェル合同会社 火災
当該製品及び周辺を焼損する火災が発生し
た。現在、原因を調査中。

石川県

事業者が事故
を認識したの
は、3月10日
報告書の提出
期限を超過し
ていることか
ら、事業者に対
し厳重注意
3月28日に消
費者安全法の
重大事故等と
して公表済



２．ガス機器・石油機器以外の製品に関する事故であって、製品起因が疑われる事故（続き）
管理番号 事故発生日 報告受理日 製品名 機種・型式 事業者名 被害状況 事故内容 事故発生都道府県 備考

A201300256 平成25年4月23日 平成25年7月11日
太陽電池モジュー
ル（太陽光発電シ
ステム用）

ND-R1C1C シャープ株式会社 火災
複数台設置された当該製品のうち１台を焼損
する火災が発生した。現在、原因を調査中。

京都府

事業者が事故
を認識したの
は、7月2日
7月4日に消費
者安全法の重
大事故等とし
て公表済

A201300257 平成25年6月29日 平成25年7月12日 扇風機 EF-6KJ 三洋電機株式会社 火災
公共施設で当該製品から出火する火災が発
生し、当該製品及び周辺を焼損した。現在、
原因を調査中。

福岡県

製造から40年
以上経過した
製品
平成19年8月
25日から使用
中止の呼び掛
けを実施（特記
事項を参照）
7月11日に消
費者安全法の
重大事故等と
して公表済



３．ガス機器・石油機器以外の製品に関する事故であって、製品起因か否かが特定できていない事故
管理番号 事故発生日 報告受理日 製品名 被害状況 事故内容 事故発生都道府県 備考

A201300249 平成25年6月14日 平成25年7月11日
充電器（デジタルカ
メラ用）

火災

当該製品にリチウムイオンポリマーバッテリーを装着し、延長コー
ドを介して充電中、当該製品及び周辺を焼損する火災が発生し
た。当該製品から出火したのか、他の要因かも含め、現在、原因
を調査中。

兵庫県

事業者が事故を認
識したのは、7月1日
リチウムイオンポリ
マーバッテリー（デジ
タルカメラ用）に関す
る事故
（A201300250）と同
一

A201300250 平成25年6月14日 平成25年7月11日
リチウムイオンポリ
マーバッテリー（デジ
タルカメラ用）

火災
充電器に当該製品を装着し、延長コードを介して充電中、当該製
品及び周辺を焼損する火災が発生した。当該製品から出火した
のか、他の要因かも含め、現在、原因を調査中。

兵庫県

事業者が事故を認
識したのは、7月1日
充電器（デジタルカメ
ラ用）に関する事故
（A201300249）と同
一

A201300251 平成25年1月16日 平成25年7月11日 電子レンジ 火災
当該製品を使用中、当該製品の庫内を焼損する火災が発生し
た。当該製品から出火したのか、他の要因かも含め、現在、原因
を調査中。

東京都
事業者が事故を認
識したのは、7月1日

A201300258 平成25年5月2日 平成25年7月12日 靴 重傷1名
当該製品を履いて、砂利道の下り坂を歩行中、滑って転倒し、右
足を負傷した。事故発生時の状況を含め、現在、原因を調査中。

群馬県
事業者が事故を認
識したのは、7月4日

４．製品起因による事故ではないと考えられ、今後、製品事故調査判定合同会議において審議を予定している案件

該当案件無し



太陽電池モジュール（太陽光発電システム用）（管理番号：A201300256） 
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